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ら
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町
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平
成
31
年

三
春
町
成
人
式

三
春
町
成
人
式

成
人
式
記
事

　

昨
年
の
２
月
号
を
５
年
ぶ
り
に
新
成
人
が
飾
っ

た
際
、
と
て
も
反
響
を
い
た
だ
い
た
の
で
今
年
も

成
人
式
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
平
成
最
後
の
新
成
人
の
皆
さ

ん
が
飾
り
ま
し
た
。
と
て
も
可
愛
ら
し
い
の
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
度
も
写
真
撮
影
に
応
じ
て
く

だ
さ
る
度
に
、
き
ち
ん
と
お
礼
の
言
葉
も
く
だ
さ
っ

た
そ
の
礼
儀
正
し
さ
に
も
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
を
飾
っ
た
皆
さ
ん
を
始
め
、
声
を
か
け
た

方
々
全
員
が
、
少
し
照
れ
な
が
ら
も
快
く
写
真
撮

影
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
十
四
回

今
月
の
表
紙

総代：影山将大さん（岩江地区） 答辞：岩井海音さん（要田地区）

　

１
月
13
日
、
平
成
31
年
三
春
町
成
人
式
が
、
三
春
交
流
館
の
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
１
８
５
名
（
男
92
名
、
女
93
名
）
全
員
の
氏
名
が
、
地
区
ご
と
に
読
み
上

げ
ら
れ
た
あ
と
、
総
代
の
影
山
将
大
さ
ん
（
岩
江
地
区
）
に
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
式
辞
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
、
温
か
い
お
祝
い
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
成
人
者
を
代
表
し
て
岩
井
海
音
さ
ん
（
要
田
地
区
）
が
、「
社
会
を
担
う

一
人
の
大
人
と
し
て
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
行
動
す
べ
き
だ
と
感
じ
、

誰
か
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
歓
声
を
あ
げ
、
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
会

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
当
時
の
中
学
校
長
先
生
や
、
担
任

の
先
生
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
笑
顔
で
近
況
を
報
告
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

※ 

当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の
成
人
証
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
通
知
の
ハ
ガ
キ
を

　

持
参
の
上
三
春
交
流
館
（
☎
62-

３
８
３
７
）
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

2



3



― 

新
年
の
縁
起
物
を
求
め
て

三
春
だ
る
ま
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
20
日
、
大
町
お
ま
つ
り
道
路
に
お
い
て
江
戸
中
期
か
ら
約
３
０
０
年
続
け
ら

れ
て
い
る
新
春
の
恒
例
行
事
「
三
春
だ
る
ま
市
」
が
開
催
さ
れ
、
大
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

三
春
太
鼓
の
演
奏
や
、
高
柴
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
祝
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
縁
起

物
を
求
め
に
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
長
、
議
会
議
長
、

観
光
協
会
長
、
商
工
会
長
、
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
社
長
、
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
今
年
の

希
望
の
一
文
字
が
書
か
れ
た
特
大
だ
る
ま
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
、
干
支
の
張
子
や
三
春
駒
な
ど
、
三
春
の
伝
統
工
芸
品
の
魅
力
を
海
外
の
方
に
も
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
国
際
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
大
学
校
日
本
語
科
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
に
デ
コ
屋

敷
で
張
子
の
絵
付
け
体
験
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
作
品
を
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ホ
ワ
イ
エ
で

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
遇
」
と
は
思
い
が
け
ず
め
ぐ
り
会
う
こ
と
だ
が
、
相
手
は
好
ま
し
い
も
の
や
名
君
な
ど
、
好
運
な

出
会
い
で
あ
る
。
反
対
の
場
合
は
「
遭
」
を
用
い
、
合
わ
せ
て
「
遭
遇
」
と
い
う
。
夢
か
ら
醒
め
た
誰

か
は
、
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
相
手
に
出
逢
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

人
の
出
逢
い
は
探
し
て
い
る
も
の
に
左
右
さ
れ
る
。
人
の
欠
点
を
探
せ
ば
必
ず
見
つ
か
る
し
、
美
点

を
探
せ
ば
美
点
が
見
つ
か
る
。
ど
ち
ら
を
探
す
つ
も
り
か
で
、
人
生
の
出
逢
い
は
大
き
く
変
化
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
希
望
の
一
字
」
も
今
年
は
十
年
目
、
し
か
も
「
亥
年
」。
全
て
の
可
能
性
を
含
ん
だ
「
核
（
種
）」
に

戻
る
時
節
だ
。
人
生
を
左
右
す
る
大
き
な
出
逢
い
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

玄
侑 

宗
久

今
年
の
一
文
字 「
遇
」
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　町では愛姫生誕 450年を記念し、愛姫アニメーションの制作を進めています。愛姫役には、愛姫 PRプロモーショ
ン映像で声をあてていただいた東山奈央さんに引き続き務めていただくことが決定しており、伊達政宗役に下野紘
さん、新たな登場人物である、ねね役に福圓美里さんが新たに決定しました。
　詳しい公開日などの概要や製作は次のとおりです。ぜひ、お楽しみにお待ちください。

◆ 製作スタッフ・キャスト等
◇ アニメーション製作　株式会社 福島ガイナ
◇ 監督　福田己津央
　「機動戦士ガンダム SEED」シリーズや「新世紀 GPX
サイバーフォーミュラ」シリーズなど、子ども番組から
SF 大作まで手掛ける人気監督。
◇ プロデューサー　古里尚丈
　サンライズ時代は、「ミスター子ども番組」と呼ばれ
るほど、多数の子ども番組を手掛ける。独立後は、新ジャ
ンルも開拓し、最新作の「少女☆歌劇 レヴュースタァ
ライト」は舞台とも連動した展開で大きな話題を呼んで
いる。
◇ キャラクターデザイン　貞本義行、アラキマリ
◇ キャスト
　 ・愛姫 CV　東山　奈央
　 ・政宗 CV　下野　　紘
　 ・ねね CV　福圓　美里
◆ 公開日
◇ ３月 16日（土）
　 あげものサミットオープニングでの公開
◇ ３月 17日（日）
　 愛姫アニメーション声優トークショー
※ 全国あげものサミット 2019 での公開となります。

◆ 公開場所
　 三春交流館「まほら」まほらホール
　 町公式チャンネル（YouTube）

◆ 愛姫アニメーション声優トークショー
◇ 日　時　３月 17日（日）
　　　　　 午後１時 30分～２時 30分
◇ 場　所　三春交流館「まほら」まほらホール
◇ 入場料　無料
◇ 出　演

下野紘（政宗CV） 福圓美里（ねねCV）

※ ３月 17日（日）午前 10時より指定席入場整理券を
　配布します（先着 400 名）。
◆ 問
◇ 産業課 商工観光グループ　☎ 61-3960
◇ 声優トークショーに関する問い合わせ
 　（株）福島ガイナ　☎ 62-6341
　　　　　　　　　　　info@fukushimagaina.com
☆ 愛姫特設ウェブページで情報を随時
　更新しています。
　 http://miharu-megohime.com

愛姫アニメーション制作中



　

中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
空
施
設
と
な
っ
た
旧
校
舎
等
を
有
効
に
活
用

し
地
域
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
、
旧
校
舎
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

募
集
概
要

◇ 

対
象
施
設

　

旧
要
田
中
学
校
校
舎
（
三
春
町

大
字
熊
耳
字
八
ツ
田
２
１
３
）

　
（
校
舎
）
２
、０
３
８
㎡
（
平
成

３
年
建
築
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
２
階
建
）

◆ 

対
象
者

　

原
則
、
誰
で
も
応
募
で
き
る
。

（
法
人
、
任
意
団
体
、
個
人
の
別

を
問
わ
な
い
。）

※ 

た
だ
し
、
規
定
の
要
件
を
満
た

　

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

　

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆ 

利
用
条
件
（
主
な
も
の
）

◇ 

地
域
と
共
存
・
共
生
し
、
地
域

　

の
活
性
化
と
振
興
発
展
に
貢
献

　

で
き
る
事
業
を
行
う
こ
と
。

◇ 

利
用
期
間
は
５
年
間
。
期
間
終

　

了
後
は
協
議
の
う
え
更
新
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
。

◇ 

利
用
料
は
、
目
的
や
事
業
内
容

　

等
に
基
づ
き
、
町
と
の
協
議
に

　

よ
り
決
定
す
る
。

◆ 

募
集
期
間

　

 

２
月
１
日
（
金
）

 

〜
３
月
29
日
（
金
）

◆ 

応
募
方
法

　

三
春
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
募

「
旧
要
田
中
学
校
交
流
施
設
」の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

集
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
応

募
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
要
項
と
応
募
書
類

は
企
画
政
策
課
で
も
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

◆ 

応
募
書
類
の
持
参
・
郵
送
先
／

　
問
い
合
わ
せ
先

　

 

三
春
町
役
場

　

 

企
画
政
策
課

　

 

企
画
政
策
グ
ル
ー
プ

　

 

〒
９
６
３-

７
７
９
６

 　

福
島
県
田
村
郡
三
春
町
字
大
町

　

 

１
番
地
の
２

　
　

 　

☎
62-

１
１
２
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

　

 　

kikaku.s@
tow
n.m
iharu.

　
　

 fukushim
a.jp

　

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
で

は
、
滝
桜
を
は
じ
め
と
す
る
桜
の

開
花
で
三
春
町
が
最
も
賑
わ
う
春

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
す

る
た
め
の
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
街
な
か
の
こ
と

を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
み
た
い

方
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
お
も
て

な
し
し
て
み
た
い
方
、
ぜ
ひ
、
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

開
催
日

　

２
月
17
日
（
日
）、
22
日
（
金
）

／
３
月
３
日
（
日
）、
７
日
（
木
）、

10
日
（
日
）、
15
日
（
金
）、
19
日

（
火
）、
26
日
（
火
）、
31
日
（
日
）

※ 

す
べ
て
の
日
に
参
加
で
き
な
く

　

て
も
受
講
で
き
ま
す
。

▼ 

実
施
場
所

 　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼ 

受
講
時
間

 　
午
後
１
時
〜
３
時

▼ 

テ
キ
ス
ト
代

 　
１
、０
０
０
円

▼ 

受
講
申
込

　

２
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　

 

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

 　
（
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
観
光
部
）

　

 

☎
62-

３
６
９
０

三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
養
成

講
座
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

寄
附
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

（
12
月
９
日
〜
１
月
８
日
）（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

 

橋
本
浩
一
（
小
浜
海
道
）

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
付
金

　

 （
有
）
や
わ
ら
ぎ
乃
湯

　

 　

影
山
勝
夫

　

 【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
】

　

 　

三
春
町
各
宗
寺
院
和
合
会

　

 　

三
春
町
立
岩
江
小
学
校

　
　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

▽ 

物
品

　
 

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 
三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

　

 

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

あ
さ
か
の
ま
ご
こ
ろ
会

▽ 

松
蔚
流
舞
扇
会

▽ 

貝
山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会

▽ 

氷
川
流
駒
侑
会

▽ 

三
春
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

琴
城
流
大
正
琴
千
智
会

▽ 

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

八
木
沼
信
子
（
郡
山
市
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

ふ
く
し
ま
未
来
研
究
会
（
福
島

　

市
栄
町
）

▽ 

橋
本
眞
吉（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

▽ 

森
田
結
実
（
千
葉
県
船
橋
市
）

▽ 

金
沢
勲
（
千
葉
県
松
戸
市
）

▽ 

岩
﨑
宏
（
千
葉
県
千
葉
市
）

▽ 

角
道
保
史（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

▽ 

佐
久
間
等（
埼
玉
県
富
士
見
市
）

▽ 

渡
邉
文
雄
（
東
京
都
新
宿
区
）

▽ 

関
口
雅
子
（
岐
阜
県
養
老
町
）

▽ 

加
藤
正
昭
（
東
京
都
足
立
区
）

▽ 

柏
木
英
太（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

▽ 

須
賀
川
市
在
住
の
方

▽ 

澤
田
勉
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

▽ 

佐
藤
正
徳（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

▽ 

三
輪
弥
沙
子（
宮
城
県
仙
台
市
）
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日曜窓口が廃止となります！！
　各種証明書のコンビニ交付サービスの普及により、平成31
年４月14日（日）から日曜窓口が廃止となります。 日
曜窓口は廃止となりますが、マイナンバーカードがあれば土日、
祝日でも各種証明書がコンビニのマルチコピー機から取得でき
ます。（ただし、年末年始やシステムメンテナンス日等を除く）
　日曜窓口が廃止となると平日以外はマイナンバーカードの申
請ができなくなります。マイナンバーカードを申請していない
方はお早めに申請してください。
◆ 問　住民課 住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

◆ 申請場所　役場住民課（1階）
◆ 受付時間　月～金　午前 8時 30分～午後５時 15分
　　　　　　　 日　　午前 8時 30分～午後０時
　　　　　　　 水　　午後５時 15分～７時
◆ 申請に必要なもの
◇ 通知カードおよび個人番号カード交付申請書
　 （紛失の場合でも申請可能）
◇ 身分証明書 2点
　 （運転免許証や健康保険証、年金手帳、旅券、通帳等）
◇ 印鑑（シャチハタ以外）
※ 写真撮影は住民課内にて無料で行います。

◆ 取得できる証明書
◇ 住民票
◇ 印鑑証明書
◇ 戸籍謄本、抄本
◇ 戸籍の附票
◇ 所得課税証明書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

コンビニでは
申請書不要！

カードと暗証番号が
あれば利用できます。

◆ 取得できるコンビニ
◇ セブンイレブン
◇ ローソン
◇ ミニストップ
◇ ファミリーマート

◆ 利用可能時間　午前６時 30分～午後 11時
※ ただし、年末年始、システムメンテナンス日な
　どを除く。15 歳未満の方はご利用いただけま
　せん。

滝桜を守る作業を行っています
　現在、滝桜を足場で囲って、桜の保護・育成のための作業を行っ
ています。
　内容は、古くなった支柱等の交換や、枝の成長に伴う支柱の移
動・新設、幹の負担となっている枯枝の剪定、さらに病害虫の駆
除などです。こうした作業を、樹全体に足場を架けて、生育状況
を観察しながら実施しています。
　しばらくの間滝桜が足場に覆われて見えなくなりますが、春に
はきれいな花が見られると思いますので、ご理解をお願いします。

現地説明・見学会を開催
　２月 17日、滝桜で行っている作業内容を現地で解説するとともに、人数は限られますが、作業用の足場に登っ
て滝桜を間近で観察する現地説明・見学会を開催します。
◆ 日時　２月 17日（日）（説明会は午前 10時から１時間程度）　　◆ 場所　滝桜（滝字桜久保）
※荒天の場合は中止します。　※駐車場は、南側の観桜期に売店を設置する駐車場をご利用ください。
※ 足場に登っての見学は、安全のため一度に５人ずつ 10分間程度となります。午前 11時から４回と、午後１時
　から３時まで８回実施し、計 60人に限ります。事前に電話か FAX、メールによる申込みが必要で、申込み多数
　の場合は、抽選させていただきます。（見学会は事前申込み不要です。）
◆ 申込先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953　　shiryokan@town.miharu.fukushima.jp
※ 受付日：２月７日（木）～ 10日（日）午前９時～午後５時（FAX、メールも両日のみ）
※ 足元が不安定なので、降雪・積雪や強風の場合は中止します。
※ 申込みの際、住所・氏名・生年月日と希望する時間帯をお伝えください。

滝桜に足場を組んだ状態

ඔýܬդЁýٟ࠲ұُȰɫĘɗýᲯ40+174.ýD?V40+11..

ýýýýýýýܽൡݣอһýᲯ40+3041ýD?V40+4731
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Ř�ඔǑڝȜǨरýߩൡЁýऀѪҤՉȰɫĘɗýᲯ 40+0/25ýD?V40+3/33

研究の現場を見てみよう！

ؾоᡯǻȳǿȸƩǑǓ
　　　 環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。今回は日本原子

力研究開発機構福島環境安全センタープロジェクト管理課の浅野梨沙さんです。

　皆さん、“放射線” について疑問に
思っていることはありませんか？
　私たちの大切な取組として、研究開
発はもちろんのこと、研究成果の「発
信」が挙げられます。その方法の一つ
として、“放射線に関するご質問に答
える会” というものがあります。福島
第一原子力発電所の事故以降、いきな
り皆さんの身近になってしまった放射
線に対して、少なからず不安や疑問を
お持ちだったのではないでしょうか。
“答える会” はその不安や疑問を直接
お伺いし、お答えする場として、平成
23年７月に始まりました。この会は、
ご要望に応じて学校や町内会へ機構職
員が出向いて行い、これまでに 258
か所で開催し、約 22,800 人の方にご

○ 研究成果を「発信」する。

◎ 日本原子力研究開発機構福島環境安全センター
　 プロジェクト管理課　浅野梨沙さん
　私は原子力機構へ入社後、茨城県での勤務を経て、２年ほど前に故郷の福島に戻っ
てきました。学生の頃に比べて活動範囲が広がったからか、福島の魅力をより感じ
ることができています。いまの季節はスキー、スノーボード、そしてなんといって
も三春で迎える春が待ち遠しいです。

ඔǑڝȜǨरýಕଅҤՉॵনȻɳȿĘýওൣӋЌಊýӋЌЁýᲯ4/+4/07ýD?V�4/+4//7
ýýýýýýýýý�ýýýýýý���ൡЁýऀѪҤՉȰɫĘɗýᲯߩ 40+0/25ýD?V�40+3/33

※ イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　https://com-fukushima.jp/
※ 環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　 詳しくは平成29年12月に配付した「三春町町営バス時刻表（平成30年１月４日改正）」をご覧ください。

～コミュタン福島 ２月のイベント情報～
◆ ２日 (土 )・３日 (日 ) [ コミュタンクラフト ]「芳香剤をつくろう！」
◆ ９日 ( 土 )・10日 ( 日 )・11日 ( 月・祝 ) [ コミュタンラボ ]「風力発電を体験しよう！」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [ テーブルサイエンス ]「はずむシャボン玉であそぼう！」
◆ 16日 ( 土 )・17日 ( 日 ) [ コミュタンクラフト ]「CDホバークラフトをつくろう！」
◆ 23日 ( 土 )・24日 ( 日 ) [ テーブルサイエンス ]「ピコピコカプセルをつくろう！」
　　　　　　　　　　　　　[サイエンスショー ]「静電気でびっくりショー！！」
◆ 環境創造シアター国立科学博物館番組上映 海の食物連鎖／恐竜の世界
◆ 環境創造センターサイエンスコミュニケーター育成講座
基礎編：３月２日（土）　応用編：３月９日（土）
科学の楽しさを伝える技術を体験・実践してみませんか。
受講申込などの詳細は、コミュタン福島ホームページをご覧ください。

放射線に関するご質問に答える会のようす

参加いただいております（平成 30年 12月末時点）。
　私たちは今後も、このような会や成果報告会、施設見学等の場を通して研究成果を発信し、皆さんが安心し
て生活できる環境の確保や環境回復に貢献していければと考えております。
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平成30年
12月19日

平成30年
11月27日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
沢石小 学 校
要田小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
三 春 幼 保 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.09
0.10
0.11
0.09
0.10
0.10
0.09
0.10

（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.10）
（0.10）

0.10
0.09
0.10
0.11
0.09
0.09
0.10
0.09
0.11
（0.10）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.10）

平成30年
12月20日

平成30年
11月29日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.09
0.10
0.16
0.11
0.10
0.10
0.13
0.11
0.12
0.11 
0.11
0.16
0.10
0.11 
0.14
0.10
0.15

0.10
0.11
0.16
0.11
0.09
0.10
0.13
0.11
0.12
0.11 
0.11
0.16
0.10
0.11
0.14
0.10
0.15

公園中央
１ｍ高
0.10
0.11
0.09
0.10
0.15
0.10
0.10
0.10
0.09
0.11

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
11月30日

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値
◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

Ř�ඔǑڝȜǨरýߩൡЁýऀѪҤՉȰɫĘɗýᲯ 40+0/25ýD?V40+3/33

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.14
0.12
0.14
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.13
0.14
0.12

0.12
0.12
0.12
0.10

0.12
0.13
0.12
0.10

0.12
0.11
0.12
0.10

0.13
0.12
0.13
0.13

0.08
0.09
0.08
0.07

12月  5日
12月12日
12月19日
12月26日

測定日／測定点 ①
0.15
0.14
0.15
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.13
0.13
0.13

0.15
0.15
0.15
0.15

0.13
0.11
0.12
0.12

0.10
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10

0.12
0.11
0.12
0.12

12月  6日
12月13日
12月20日
12月27日

測定日／測定点

①
0.09
0.09
0.10
0.09

② ③ ④
0.12
0.13
0.12
0.14

0.09
0.10
0.10
0.09

0.13
0.13
0.12
0.13

12月  3日
12月10日
12月17日
12月22日

測定日／測定点 ①
0.10
0.10
0.09
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.12
0.13

0.12
0.13
0.11
0.11

0.12
0.12
0.11
0.11

0.09
0.09
0.09
0.08

0.11
0.12
0.10
0.11

0.13
0.14
0.13
0.14

12月  3日
12月10日
12月17日
12月22日

測定日／測定点
◆ 岩江地区仮置き場

①
0.18
0.16
0.15
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.09
0.09
0.09

0.10
0.10
0.10
0.09

0.16
0.17
0.15
0.15

0.13
0.14
0.13
0.13

0.09
0.10
0.10
0.09

0.11
0.11
0.11
0.11

12月  7日
12月14日
12月21日
12月28日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場
①
0.10
0.10
0.10
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.11
0.11
0.10

0.09
0.10
0.10
0.08

0.10
0.11
0.11
0.10

0.11
0.11
0.11
0.10

0.11
0.09
0.10
0.10

0.10
0.09
0.09
0.10

12月  4日
12月11日
12月18日
12月25日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。

※ 平成30年度から公園中央地上高１ｍ
　のみの測定となります。
※ 平成 30 年度から３か月に一度（6・
　9・12・3月実施）の測定となります。

※ 主な施設の環境放射線量の測定は、地
　上１mで計測しています。

※ 町内小中学校等の環境放射線量の測
　定は、地上 1m、かっこ内は地上 50
　cmで計測しています。
Ř�問ýՑ͑Ё�њٱՑ͑ȰɫĘɗ
ýýýᲯ 40+41/.ýD?V�40+4...

Ř�問ýߩൡЁ�ऀѪҤՉȰɫĘɗ
ýýý�Ჯ40+0/25ýD?V�40+3/33

Ř�問ý״धЁ�݆ȰɫĘɗ
ýýý�Ჯ40+0//1ýD?V�40+11..
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ඔǑڝȜǨरýಕଅตૢীژଗњٱýᲯ40+0/63

вัࢱǻǡඣýᲯ51+6/33ýýඔǑڝȜǨर�੮ตࠃܢౘͧൣݨಊýᲯ40+1/1/

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News
◎ 産後デイケア
　三春町内に住所を有する産後１年以内のお子さんを持つお母さんを対象に実施しています。育児の心
配事や不安なことを病院の助産師へ相談できます。また、休息をとりたいお母さんのためにお子さんの
お預かりも可能です。
◆日　　時　午前９時 50分～午後２時 30分（事前予約制・昼食あり）
◆場　　所　三春病院 １階 健診室
◆料　　金　1,000 円（食事なし）／ 1,500 円（食事あり）
◆申込・問　三春町子育て支援課　☎ 62-0055
※ 星総合病院ではショートステイ（お泊り）も行っております。
　詳しくは、☎ 62-0055（三春町子育て支援課）までお問い合わせください。
◎ 助産師外来
　授乳指導やベビーマッサージのほか、育児について助産師へ相談できます。
　（三春町外の方もご利用いただけます。）
◆日　　時　午前 9時 50分～午後 2時 30分（事前予約制・昼食あり）
◆場　　所　三春病院 １階 健診室　　◆料　　金　2,000 円（食事なし）／ 2,500 円（食事あり）
◆申込・問　三春病院予約受付　☎ 73-8155
※ 半日コース、１時間コース等も実施しております。
　詳しくは、病院ホームページ（http://www.hoshipital.jp/miharu/index.html）をご覧ください。

産後デイケア・助産師外来を行っています

　認知症の方やそのご家族の交流の場です。
お茶を飲みながら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時
　 ２月７日（木）　午前 10時～午後 0時
　 ３月７日（木）　午前 10時～午後 0時
▶ 場　　所　三春病院３階会議室
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える
　簡単なストレッチ
▶ 健康に関する20分程度のミニ講座
▷ ２月　「介護予防について」
▷ ３月　「おいしい油の摂り方」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には
　専門のスタッフが対応します。

　よくある場面を例に認知症の方への対応のコ
ツについて学びます。
事前申込みは必要ありません。ぜひご参加くだ
さい。
▶ 場　所　三春交流館「まほら」
▶ 　問　　三春町敬老園　☎ 62-3618
▶ 参加費　無料

　インフルエンザや感染症が流行しています。感染しないため、まわりの人にうつさないために日頃か
ら正しい咳エチケットを心がけましょう。
◇ マスクは正しくつける
◇ マスクがない時のとっさの咳は、手や袖で口を押さえる
◇ 咳をする時は人から離れて
◇ 咳をした後はその都度手を洗う

覚えておきたい「咳エチケット」

マスクをつけるとき
は、鼻からあごまでを
覆い、隙間がないよう
につけましょう。

オレンジカフェ☆さくら
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◆ 
避
難
訓
練
を
実
施

　

11
月
30
日
、
今
年
度
２
回
目
の
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
、
放
送
の
指
示
に
従
っ
て
教
室
に

お
い
て
防
御
の
態
勢
を
と
る
訓
練
や
グ
ラ
ン

ド
に
避
難
す
る
訓
練
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
い
る
生
徒
た

ち
は
、
的
確
な
防
御
態
勢
や
ス
ム
ー
ズ
な
移

動
な
ど
真
剣
に
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

ඔǑڝȜǨरýಕଅตૢীژଗњٱýᲯ40+0/63

◆ 

薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催

　

12
月
６
日
、
全
校
生
対
象
に
薬
物
乱
用
防

止
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み
は
る
調
剤

薬
局
の
濱
田
雅
博
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
覚
醒
剤
や
脱
法
ハ
ー
ブ
な
ど
の
薬

物
は
テ
レ
ビ
の
世
界
の
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
身
近
に
迫
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
強
調

◆ 

３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事

　

12
月
15
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
に

て
第
３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
「
感
謝
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
感
謝
」
を
テ
ー
マ
に
高
校
三
年
間
を
振

り
返
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
現
す
る
と
と
も
に
、
特
に
保

護
者
の
方
々
に
は
家
庭
で
は
あ
ま
り
見
せ
な

い
生
徒
た
ち
の
姿
を
見
て
、
成
長
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
企
画
し
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
10
分
間
の
持
ち
時
間
で
感
謝
状

を
読
み
上
げ
た
り
、
感
謝
の
思
い
を
込
め
た

◆ 

柔
道
部
が
元
旦
稽
古
実
施

　

１
月
１
日
、
柔
道
部
で
は
本
校
柔
道
場
に

お
い
て
、恒
例
の
元
旦
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
各
種
大
会
に
お

け
る
好
成
績
の
御
礼
や
今
年
一
年
間
の
活
躍

を
祈
願
し
て
八
雲
神
社
へ
の
参
拝
を
行
い
、

そ
の
後
警
察
や
大
学
等
各
方
面
で
活
躍
し
て

い
る
先
輩
達
と
稽
古
に
お
い
て
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

稽
古
の
後
に
は
、
部
員
や
保
護
者
、
卒
業

生
ら
約
１
６
０
人
が
参
加
し
て
「
必
勝
餅
つ

き
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
も
３
月
20
日
・
21
日
に
東
京
・

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
柔
道

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
の
で
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全体合唱

３－２

校長挨拶

講師の濱田雅博さん

御礼の挨拶

歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
感

謝
の
思
い
を
伝
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
が
来
場
さ
れ
、
生
徒
の
成

長
の
様
子
に
目
を
細
め
て
お
り
ま
し
た
。

３学年担任団

３－５

３－１

保護者

八雲神社参拝→

←餅つきのようす

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
福
島
県
内
に
お
い
て

も
検
挙
者
が
お
り
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
田
村
高
校
の

た
め
に
ド
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
も
情
報
を
伝

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る

た
め
の
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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祝　岩江中学校が２年連続優秀学校賞受賞

　昨年の 10月 21 日に行われた、福島県算数・数学ジュニアオリンピックにおいて、岩江中学校がみごと２年連
続で優秀学校賞に選出されました。個人賞でも、岩江中・鈴木遼生さんが２年連続で銅賞を受賞し、１月７日に福
島テルサで行われた表彰式で銅メダルを授与されました。また、三春小・橋本優真さんが奨励賞を受賞しました。

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

ඔǑڝȜǨरýՑ͑ЁýњٱՑ͑ȰɫĘɗýᲯ40+41/.ýD?V40+4...

　

岩
江
小
学
校
で
は
、
地
域
で
学
び
、
地
域
を
学
ぶ
こ
と
で
地
域
を
大
切
に
す

る
心
を
育
み
、『
い
き
い
き
わ
く
わ
く
え
が
お
い
っ
ぱ
い
岩
江
っ
子
』
を
目
標
に
、

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会
科
の
時
間
な
ど
で
は
、
各
学
年
で
地
域
の
こ

と
を
学
ん
だ
り
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会
の
お
世
話
に
な
っ
て
地
域
の
方
々
か
ら

学
ぶ
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
は
、
米
作
り
に
つ
い
て
学
習
し
、「
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
い
わ
え
」
で

の
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験
を
し
、
水
の
管
理
や
田
ん
ぼ
の
多
く
の
生
き
も

の
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の
水
の
管
理
に
関
わ
る
三
春
ダ
ム

に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
は
、
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
劇

「
お
米
の
で
き
る
ま
で
〜
田
ん
ぼ
で
見
つ
け
た
生
き
も
の
〜
」
を
つ
く
り
、
岩

江
っ
子
発
表
会
で
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
劇
は
、「
さ
く
ら
湖
自
然
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
８
」
に
お
い
て
も
発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、「
わ
れ
ら
岩
江
た
ん
け
ん
隊
」
と

題
し
て
地
域
の
方
に
ガ
イ
ド
と
し
て
つ
い
て
い
た

だ
き
な
が
ら
地
域
の
史
跡
な
ど
を
実
際
に
訪
ね
る

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
、
三
春
の
歴
史
に
詳
し
い
方
を
お
招

き
し
、
岩
江
の
遺
跡
や
伝
説
、
さ
ら
に
は
、
自
由

民
権
運
動
に
つ
い
て
の
近
代
史
を
学
び
、
地
域
を

改
め
て
見
直
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
学
校
で
行
う
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
で
は
、
多
く
の
方
に
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
本
番
で
自
己

最
高
記
録
を
更
新
す
る
の
は
、
地
域
の
方
々
の
声

援
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
は
、
子
ど

も
た
ち
が
運
動
会
参
加
者
全
員
で
踊
る
盆
踊
り
の

太
鼓
の
た
た
き
手
と
し
て
進
ん
で
手
を
挙
げ
、
地

域
の
行
事
で
活
躍
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岩
江
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

稲刈り体験のようすロードレース大会のようす

岩江中 鈴木遼生さん（中央）

三春町教育研究発表会のお知らせ

　２月 13日（水）午後３時から、平成 30年度の「三春町教育研究発表会」を三春交流館「まほら」で開催します。
本町の小・中学校や教職員が日々研修に取り組んでいる成果を発表します。
　今年度、学校教育研究員会Ａグループは「ユニバーサルデザインの考えを生かした授業づくり ～支え合い学び
合う授業づくり～」、Ｂグループは「幼保小のスムーズな接続を目指したスタートカリキュラム・アプローチカリ
キュラムづくり」の研究の実践について発表します。また、沢石小学校の「言葉の力を育てる学級・学校の取り組
み」の発表もあります。町民の方もぜひお越しください。

　この大会は、県内の小学５・６年生と中学生が対象となり、算数・数
学に関する学習意欲のさらなる向上と知識・技能を活用して課題を解決
する力の育成を目的として毎年行われています。岩江中学校の受賞は、
遼生さんの銅賞だけでなく、多くの生徒が意欲的に参加したことが評価
されたものです。
　三春町内では例年たくさんの小中学生がチャレンジしています。来年
もぜひ、多くの児童・生徒に取り組んでほしいと願っています。受賞お
めでとうございます。
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◆ 三春の里ベクレルセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しております。
　測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限等の根拠とするものではありません。
◆ 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国、県に提供いたします。
◆ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春町であるとは限りません。
　農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・販
売されることはありません。　　　　　　　　一般食品の基準値 :100 ベクレル /kg（平成 24年 4月 1日から )

◆食品中の放射性物質の傾向
◇ 山菜やきのこを除いてほとんどのものが 20ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ きのこ類では、野生きのこが基準値を超えていることが多いです。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂食を控えた方が良いでしょう。

ඔǑڝȜǨरýߩൡЁýऀѪҤՉȰɫĘɗýᲯ40+0/25ýD?V40+3/33

三春の里ベクレルセンター （平成30年 10月１日～12月 28日）

※検出限界値 20 ベクレル /kg 未満

食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

100ベクレル
を超えたもの

最大値
（ベクレル／kg)

大根、白菜、里芋、小松菜、カボチャ、キャベツ、ネギ、
ブロッコリー、ホウレンソウ など

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル

以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

279

49

9

21

2

73

14

16

463

279

49

9

8

2

73

14

13

447

0

0

0

13

0

0

0

3

16

※

※

※
8852

（コウタケ）
※

※

※

322（猪肉）

枝豆、ささぎ豆、黒豆、大豆、小豆 など

フキノトウ など
サクラシメジ、ヒラタケ、シイタケ、ホウキタケ、コウ
タケ、マツタケ、シロシメジ、チャシメジ、ナメコ など
玄米、白米、小麦粉 など

銀杏、りんご、キウイフルーツ など

干柿、梅干 など

イワナ、猪肉、キジ肉、カルガモ肉 など

合　　計

ඔǑڝȜǨरýՑ͑ЁýњٱՑ͑ȰɫĘɗýᲯ40+41/.ýD?V40+4...

　

三
春
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
郡
山

市
の
小
泉
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
合
同

で
１
つ
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
作
り
、
リ
ガ
ー

ズ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
目
標
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
人
と

人
の
つ
な
が
り
に
感
謝
し
、
す
べ
て
の
人
を
リ

ス
ペ
ク
ト
（
敬
意
を
示
す
）
す
る
こ
と
で
す
。

　

団
員
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

33
名
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
指
導
者
の

数
も
充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
指
導
が
で
き
ま
す
。

　

入
団
希
望
の
お
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
見
学
や
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

練
習
日

 　

毎
週
土
・
日
曜
日

　

 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

 　
場
所
：
小
泉
小
学
校
、
柴
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎ 

夜
練
習
（
希
望
参
加
者
）

 　

毎
週
月
曜
日 

午
後
７
時
〜
９
時

　

 

場
所
：
旧
桜
中
学
校
体
育
館

三
春
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
紹
介
し
ま
す

三春サッカースポーツ少年団の皆さん
問　川田直樹（代表）
　　☎090-2363-6158

団員募集中！
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宝
く
じ
の
助
成
で

樽
神
輿
等
を
整
備

　

北
町
町
内
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
宝

く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
を
受
け
て
樽
神
輿
等
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
、
民
俗
芸
能
を
通
じ
て
、

伝
統
文
化
の
保
存
・
維
持
・
継
承
に

努
め
、
さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
と
し
て
受

け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
い

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

宝
く
じ
は
広
く
社
会
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

宝くじの助成金で整備した樽神輿等

こまりん年賀状受取記事

　

三
春
の
郷
土
民
芸
品
で
あ
る
三
春
張
子
の

魅
力
を
海
外
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
く

た
め
、
国
際
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
大
学
校
の

留
学
生
の
皆
さ
ん
に
三
春
張
子
の
絵
付
け
を

体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

絵
付
け
体
験
は
、
高
柴
デ
コ
屋
敷
の
大
黒

屋
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
留
学
生
29

名
の
皆
さ
ん
が
、
既
存
の
張
子
の
絵
柄
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
母
国
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
な
ど
、
魅
力
あ
る
絵
付

け
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

製
作
し
た
三
春
張
子
は
、
20
日
に
開
催
さ

れ
た
三
春
だ
る
ま
市
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
、
17
日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ

ら
」
で
開
催
す
る
「
全
国
あ
げ
も
の
サ
ミ
ッ

ト
２
０
１
９
」
会
場
で
も
展
示
す
る
予
定
で

す
の
で
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
の
描
い
た
魅
力

あ
る
三
春
張
子
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

張子の絵付け体験のようす

三
春
の
民
芸
品
の
魅
力
を
海
外
に
！

留
学
生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
張
子
の
絵
付
け
体
験
を
行
い
ま
し
た

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
最
近
行
わ
れ

た
行
事
や
三
春
な
ら
で
は
の
ア
ツ
い

話
題
な
ど
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

こ
ま
り
ん
宛
の
年
賀
状
を

受
け
取
り
ま
し
た

　

１
月
１
日
、
こ
ま
り
ん
は
三
春
郵

便
局
員
よ
り
こ
ま
り
ん
宛
の
年
賀
状

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
「
福
島
県
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
年
賀
状
を
書
こ
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
も
の
で
、
事

業
に
参
加
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
年

賀
状
を
書
く
と
、
後
日
お
返
事
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

年
賀
状
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
は
、
後
日
こ
ま
り
ん
か
ら
お

返
事
と
こ
ま
り
ん
グ
ッ
ズ
を
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三春郵便局員から年賀状を受け取るこまりん
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交
通
安
全
祈
願
祭
を

開
催
し
ま
し
た

　

１
月
４
日
、
三
春
町
交
通
対
策
協

議
会
、
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合

会
お
よ
び
三
春
町
区
長
会
で
、
今
年

の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

連
合
会
や
区
長
、
組
長
さ
ん
方
の

ご
協
力
で
取
り
ま
と
め
た
無
事
故
祈

願
署
名
簿
を
奉
納
し
、
安
全
運
転
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
・
飲
酒
運
転

追
放
な
ど
を
誓
い
ま
し
た
。

無事故を願いだるまへ目入れのようす

税
に
関
す
る
作
品
展

表
彰
式
開
催

　

11
月
15
日
、
税
に
関
す
る
作
品
展

表
彰
式
が
ビ
ッ
グ
ア
イ
で
開
か
れ
、

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
」

（
郡
山
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
主

催
）、「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作

文
」（
国
税
庁
・
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
共
催
）
お
よ
び
「
税
に
関
す

る
高
校
生
の
作
文
」（
国
税
庁
主
催
）

の
受
彰
者
に
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
三
春
町
の
受
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎ 

小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展

▼ 
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
長
賞

　

 
三
春
町
立
三
春
小
学
校

 　

６
年 
佐
久
間 

新
さ
ん

◎ 

税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

▼ 

郡
山
税
務
署
長
賞

　

 

福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校

　

 

３
年 

影
山 

彩
さ
ん

佐久間 新さん（左）、影山 彩さん（右）

佐
藤
フ
ク
ヨ
さ
ん
百
歳
賀
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
た
び
、
め
で
た
く
満
百
歳
に

な
ら
れ
た
佐
藤
フ
ク
ヨ
さ
ん
の
賀
寿

贈
呈
式
が
、
１
月
12
日
に
若
松
屋
旅

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
に
は
、
福
島
県
よ
り
知

事
賀
寿
と
会
津
塗
り
木
杯
、
三
春
町

か
ら
賀
寿
と
祝
金
、
三
春
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
金
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
の
益
々
の
ご
長
寿
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

町長から賀寿贈呈を受ける佐藤フクヨさん

ソ
ー
ラ
ー
電
波
時
計
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
福
島
か
ら
創

立
10
周
年
を
記
念
し
て
貝
山
の
町
営

運
動
場
に
ソ
ー
ラ
ー
電
波
時
計
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
屋
外
に
は
時
計
が
な
く

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
不

便
で
し
た
が
、
両
面
式
の
時
計
に
よ

り
グ
ラ
ウ
ン
ド
側
と
体
育
館
側
か
ら

時
間
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。町営運動場に設置されたソーラー電波時計

こまりん年賀状受取記事
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶�һĦᲯࠟࣈ 40+1153ħ
ý�0 ר 2Ă4Ă//Ă/6Ă03
▶�͑ݎधĦᲯ 40+40/0ħ
ý�0 ר 2Ă/0Ă/6Ă03
▶�ȹɆĘȷɧɳĦᲯ4/+/324ħܓख़ұݻ
ý�ԗȋǧΊդǤǳǑȋǦ
▶�ܽൡݣอһĦᲯ40+3041ħ
ý�0 ר 2Ă/0Ă/6Ă03
▶�һĦᲯֻࢷ 40+5.31ħ
ý�0 ר 2Ă/0Ă/6Ă03
▶�บһĦᲯ40+1615ħيࠃܢ
ý�0 ר 2Ă/6Ă03
▶�ऀѪȻɳȿĘĦᲯ40+6444ħݫ
ý�0 ר 0Ă7
ý�ෙþ߹
▶�݄͐͑ǳέȻɳȿĘ
ý�ĦᲯ 40+.333ħĦԪੈρݫһħ
ý�Ăෙþ߹
▶�ජࡸĂȻɳȿĘ
ý�Ăෙþ߹

延　長　業　務
▶�ජࡸƑЮٕ
�ýĶഺ࣏ߣෙķ
�ý0 ר 4Ă/1Ă0.Ă05
ý�ȋǴݰƗؽع
�ýĶഺߣෙķ
�ý0 ר 1Ă/.Ă/5Ă02
ý�ݰƘॖع 1.ಠĝ ݰ0/
Ţ�դൣǻුǼþ̟
ýǗඔǑڝȜǨǜǭǢǑÿ
▶�ࣾঃȻɳȿĘ
�ýĶĂǻڴݯȌȴɟǻķ
�ý0 ר /4ĦħĂ/5Ħħ
ý�ݰƔؽعĝݰƙॖع

三春交流館運営協会
自主事業を紹介します

　琉球獅子舞、島歌、エイサーなど、沖縄伝統の音楽・
舞踊を披露します。静では凛とした空気感を、動では
魂を揺さぶる躍動感で生きる力を呼び起こさせます。
臨場感あふれるステージをお楽しみください。
◆ 開催日時　５月 11 日（土）
　　　　　　 午後２時開演（午後１時 30 分開場）
◆ 前売り券　窓口受付　２月 15日（金）午前 10時～
　　　　　 　電話受付　２月 16日（土）午前 10時～
　　　　　 　全席指定席
　　　　　　 一般 2,000 円／高校生以下 1,000 円
※ 当日は各 500 円増。前売りで完売の場合は、当日券
　の販売はありません。
※ お申込み後のチケットのキャンセル、変更はできません。

①琉球伝統歌舞集団「琉神」
　～遥かなる琉球王国のロマン溢れるパフォーマンス～

　貧しい少年アミンは、ある日、魔法のランプと不思
議な腕輪を手に入れ、ランプの魔人の力で大金持ちに
なります。しかし、王様の怒りを買い、魔法のランプ
も家も財宝もそして最愛の母親も何もかも奪われてし
まいます。アミンは立ち上がり、母ナシームを救い出
すことができるでしょうか。
　人形劇アラビアンナイトという魔法は、皆さんに生
きる勇気と知恵を届けます。

②人形劇団むすび座「アラビアンナイト」
　～魔法のランプと明日のヒカリ～

ඔǑڝȜǨरýيࠃܢบһĲȋȈȖĳýᲯ40+1615ýD?V40+2505

◆ 開催日時　６月 29 日（土）午後２時開演（午後１時 30 分開場）
◆ 前売り券　窓口受付　３月 22日（金）午前 10時～
　　　　　 　電話受付　３月 23日（土）午前 10時～
　　　　　　 全席指定席 一般 2,000 円／高校生以下 1,000 円
※ 当日は各 500 円増。前売りで完売の場合は、当日券の販売はありません。
※ お申込み後のチケットのキャンセル、変更はできません。

自然観察ステーション ２月のイベント情報
★ 水鳥観察会
　さくら湖周辺の水鳥を観察します。
　（さくら湖流域協働ネットワーク共催事業）
▶ 日　　時　２月 23日（土）
　　　　　 　午前９時 30分～ 11時 30分
▶ 集合場所　ステーション
▶ 持 参 品　 寒くない服装
▶ 参 加 費　 無料

ȹɆĘȷɧɳýᲯ4/+/324ܓख़ұݻȜǨरýڝĂඔǑڴࢧ
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M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ ３月上旬のイベント情報 ◆◆◆

8日（金）
～9日（土）

3日（日） 10日（日）

ý

サックスの調べ＆弦楽セレナーデ

三春小学校特設合唱部・合奏部さよならコンサート

3月
3日（日）

10時～11時15分
まほらホール
自由席
無料

3月

3月3月

3月

子どもから大人まで楽しめる45分間
のミニコンサートです。ねんね、ハイハ
イができるフリースペースも客席にご
用意しています。

【和ltz ☎090-7660-5863】

2日（土）
１年間の活動をしめくくる今年度最後
の演奏会です。音楽を愛する子どもた
ちの演奏を聴きに、皆様でぜひお越し
ください。

【三春小学校 ☎62-3101】
三春町商工会青年部設立50周年記念講演会および記念式典

三春町商工会青年部の設立50周年を記念して講演会を開催
します。講師は、ピン芸人／お笑いジャーナリスト（株）笑下村
塾取締役たかまつなな様です。入場は無料ですが、中学生が
中心となり、空席があれば一般の方も入場できます。詳しくは
お問い合わせください。【三春町商工会青年部☎62-3523】

13時30分～16時
まほらホール
自由席
無料

10時30分～11時15分
小ホール
自由席
一般1,000円
小学生以下無料

ハートフルコンサート

三春町シルバーフェア2019
8日：9時15分
　　～16時
9日：9時～15時
ホワイエ
無料

シルバー人材センターの活動を町民の
皆さんに見て・聞いて・知っていただく
ための催しです。皆さんお誘いあわせ
の上ご来場ください。【(公社)三春町シ
ルバー人材センター ☎62-7308】

14時30分～16時30分
まほらホール／自由席
大人1,500円
高校生以下1,000円
小学生以下無料

実力派サクソフォン奏者･芳賀大峰氏の
華麗なる演奏と三春弦楽合奏団のチャ
イコフスキー弦楽セレナーデで一足早
い春をお届けします。【三春アンサンブ
ル支援会(井上) ☎080-6016-0218】

16日（土）
～17日（日）

お城山まつり(全国あげものサミット)
3月 10時～16時

交流広場
ホワイエ
まほらホール
自由席／入場無料

全国の美味しい揚げ物が一堂に三春町に集結し
ます。アツアツの揚げ物で寒い時期を吹き飛ばし
ましょう。更に前売りチケット（2月13日発売開始
予定）2枚で1回抽選ができ、地元の豪華逸品が
当たります。【三春町商工会 ☎62-3523】

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

ඔǑڝȜǨरýيࠃܢบһĲȋȈȖĳýᲯ40+1615ýD?V40+2505

　１月 14日、宝くじの社会貢献広報事業の一環として助成を受けて、開催されました。
平成 30年度は、三春交流館「まほら」開館 15周年記念事業として６つのイベントが開催されましたが、その最
後を飾るメインイベントとして豪華なメンバーが集まりました。東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートマス
ターを務める三浦章宏を中心に、在京一流オーケストラのトップ演奏家が総勢45名集結し、白河和治が指揮をとり、
この日限りのオーケストラが編成されました。
　ウィーンニューイヤーコンサートの雰囲気を三春町でも味わえるよう、プログラムにはシュトラウスをはじめ、
７名の作曲家の名曲が演奏され、観客を魅了しました。
　また、翌日の 15日には、三春中の１年生と岩江中の１・２年生を対象に、弦楽四重奏によるアウトリーチが開
催されました。中学生には、一流の音楽を肌で感じてもらい、より音楽に興味を持って楽しんでもらうことができ
ました。

宝くじコミュニティ助成
まほらフェスティバルオーケストラ
ニューイヤーコンサート２０１９ in まほら　観客を魅了

※ ２月中のイベント情報はありません。

コンサートのようす

ඔǑڝȜǨरýيࠃܢบһĲȋȈȖĳýᲯ40+1615ýD?V40+2505

弦楽四重奏のようす

趣
味
・
教
養
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〈町民図書館　☎62-3375　FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎62-0555〉

〈乳幼児健康診査：子育て支援課　☎62-0055　FAX62-3232　保健センター開放日：保健福祉課　☎62-5110　FAX62-0202〉

おしゃべりして楽しいひと時を過ごしてみませんか。

保育士さんと一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所
おはなし“あのね”

2月8日（金）
11時～12時

2月6日（水）
11時30分～

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

たのしいせいさく 2月15日（金）
11時30分～ 特になし

地域
子育て支援
センター離乳食期のお子さん

と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞けます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日
離乳食についての相談

2月22日（金）
10時～12時

就学前の2月生まれの
お子さんと保護者

手作りのカードに写真を貼り“お祝いの言葉”と身長・体重や
手形を押してつくり、大きなケーキを囲んで2月生まれのお友
達をみんなでお祝いします。

お誕生会
2月生まれ（要予約）

2月28日（木）
11時～
申込期限2月22日（金）

平成30年10月11日
～11月10日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

保健センター開放日

平成30年4月2日
～4月30日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・歯ブラシ・コップ・タオル平成29年6月1日
～7月31日生まれ

2月21日（木）
13時集合1歳6か月児

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

2月19日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

2月19日（火）
9時～12時 特になし

9～10か月児 2月27日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

食改のおやつやさん 11時～

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前10時～午後０時／午後1時～3時

2月27日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所
町民図書館乳幼児と保護者、妊婦

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉課の今月の行事
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉課の今月の行事をお知らせしま
す。詳しい内容はお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎62-8666　FAX62-8669〉

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

2月9日（土）
9時15分集合
申込期限2月6日（水）

テーマ：「チョコマフィンを作ろう」
　　　 あまいチョコマフィンを作ってみよう。
　　　 どんな材料でできるのか楽しく学びながら、みん
　　　 なで協力して調理してみよう。
参加費：300円（申込時に持参してください）

料理教室 小学２年生以上 岩江センター

2月16日（土）
9時30分
申込期限2月13日（水）

テーマ：「かわいいひな飾りを作ろう」
　　　 今年度、最後のおりがみ教室です。
　　　 ひな祭りの雰囲気を一足先に感じよう。
　　　 かわいいひな飾りを作りましょう。
参加費：150円（申込時に持参してください）

おりがみ教室 小学２年生以上

三春小学校内
わんぱく
クラブ室

2月23日（土）
9時集合
申込期限2月13日（水）

理科クラブ 小・中学生と保護者

内　容：「水鳥観察会」
　　　  今年度最後の理科クラブです。バスで自然観
　　　  察ステーションに向かい、冬のさくら湖にいる
　　　  水鳥を観察します。どんな鳥がいるかな？
参加費：無料
持参物：帽子・水筒

★ すべての申込み先は、児童生活センター事務室（三春小内）へお願いします。（☎62-8666）
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「
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
」
開

催
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

持
ち
で
、
助
産
師
や
保
健
師
に
相

談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

 　
２
月
５
日
（
火
）

　

 

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

▼ 

場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン

　

 

ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

　

 

び
の
紹
介
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
２
月
１
日

　
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

臨
床
心
理
士
の
子
育
て
相
談

日
の
お
知
ら
せ

　

臨
床
心
理
士
の
久
保
木
優
紀
先

生
が
、
町
立
の
保
育
所
・
幼
稚
園

を
訪
問
す
る
ほ
か
、
子
育
て
の
こ

と
、
子
ど
も
の
発
達
の
こ
と
な
ど

の
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
子
育
て
支
援
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
（
予
約
制
）

　

 

２
月
12
日
（
火
）、
28
日
（
木
）

　

 

午
前
９
時
10
分
〜
10
時
10
分

　

 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

育
児
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

　

三
春
町
で
は
３
つ
の
育
児
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
（
０
〜
３
歳
く
ら
い
）

の
親
子
を
中
心
に
、
季
節
に
あ
っ

た
行
事
や
親
子
体
操
、
人
形
劇

鑑
賞
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 今月の実施日

2月21日（木）

2月14日（木）

2月20日（水）

たんぽぽクラブ

時間名称 活動日 場所

10時

12時

八島台
ちびっこサークル
岩江子育てサロン
わいわい広場

無料子育て
支援センター

八島台集会所

岩江センター

活動内容 費用

自由遊び

自由遊び

無料

〜 おやつ代
1家族100円自由遊び

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
行

事
な
ど
単
発
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
関
係
な
く
参
加
で

き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

２
年
前
納
で
！

　
「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
口
座
振
替
で
１
５
、０
０
０

円
程
度
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
１
４
、０
０
０
円
程
度
割

引
に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る

場
合
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◎ 

現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
前
納
が
可
能
で
す
。（
最
大
で

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま
で

の
２
年
分
の
前
納
が
可
能
）

※ 
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場

　
合
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

　

５
月
以
降
に
前
納
を
す
る
場
合

　

も
、
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
・

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

　

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
い

た
だ
き
ま
す
。
年
金
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

口
座
振
替
（
割
引
率
が
一
番
大

　
き
い
納
付
方
法
で
す
）

　

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
い

た
だ
き
ま
す
。
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月

末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
「
早

割
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

口
座
振
替
に
よ
る
２
年
・
１
年
・

６
カ
月
前
納
の
申
出
は
２
月
末
日

ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　

 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

子
ど
も
・
親
子

年　

金
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自
動
車
の
登
録
や
申
告
を
お

忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

〜
３
月
29
日
ま
で
に
運
輸
支
局

へ
登
録
を
！
〜

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）
が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼ 

自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
か
条

▽ 

そ
の
１　
抹
消
等
の
手
続
は
、

　

３
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
運
輸

　

支
局
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽ 

そ
の
２　
転
居
し
た
ら
、
車
検

　

証
の
住
所
変
更
を
運
輸
支
局
で

　

登
録
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

そ
の
３　
納
税
証
明
書
は
車
検

　

証
と
い
っ
し
ょ
に
大
切
に
保
管

　

し
ま
し
ょ
う
。

※ 

登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は

　
登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必

　
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
▽ 

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

 　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

 　
（
福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54
）

　

 

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

▽ 

自
動
車
税
に
つ
い
て

　

 

県
中
地
方
振
興
局

　

 

県
税
部
課
税
第
二
課

　

 （
郡
山
市
麓
山
１-

１-

１
）

　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
入
会
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜

　
　
　
　

 （
１
時
間
程
度
）

▼ 
場
所

　

 
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 
入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
。

　

な
お
、
日
程
が
合
わ
な
い
方
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　

 

扱
う
仕
事
（
例
）

　

屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
農
作

業
、
墓
地
清
掃
、
空
き
家
の
見
回

り
、
植
木
の
剪
定
、
手
工
芸
品
（
竹

細
工
、
木
工
品
、
手
芸
品
）
の
制

作
と
販
売

▼ 

問
　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
字
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-

７
３
０
８

平
成
30
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
は
３
月
31
日
ま
で

　

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
町

が
交
付
す
る
予
診
票
が
必
要
で

す
。

　

今
年
度
対
象
者
の
う
ち
、
12
月

末
時
点
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い

方
に
は
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
し

た
。

　

予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

送
ら
れ
て
き
た
ハ
ガ
キ
を
保
健
福

祉
課
窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※ 

こ
れ
ま
で
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
こ
と
が
あ

　
る
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

昭和28年  4月  2日～昭和29年  4月  1日 65歳
70歳昭和23年  4月  2日～昭和24年  4月  1日

昭和18年  4月  2日～昭和19年  4月  1日
昭和13年  4月  2日～昭和14年  4月  1日

75歳
80歳

昭和  8年  4月  2日～昭和  9年  4月  1日
昭和  3年  4月  2日～昭和  4年  4月  1日
大正12年  4月  2日～大正13年  4月  1日
大正  7年  4月  2日～大正  8年  4月  1日

85歳
90歳
95歳
100歳

生年月日 年齢 ▼ 

平
成
30
年
度
の
対
象
者

▼ 

接
種
回
数　
１
人
１
回

▼ 

実
施
医
療
機
関

　

県
内
各
医
療
機
関
（
事
前
に
医

療
機
関
へ
の
予
約
が
必
要
で
す
）

▼ 

接
種
料
金　
１
、０
０
０
円

▼ 

問
　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

「
介
護
保
険 

障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
て

い
ま
す

　

要
介
護
認
定
者
を
対
象
に
、
所

得
税
や
個
人
住
民
税
の
障
害
者
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

▼ 

認
定
書
が
必
要
と
な
る
方

▽ 

税
務
署
で
の
申
告
受
付
会
場
で

　

申
告
す
る
場
合
（
青
色
申
告
等
）

▽ 

税
務
署
へ
申
告
書
を
郵
送
し
申

　

告
す
る
場
合

▽ 

三
春
町
以
外
の
市
区
町
村
で
申

　

告
す
る
場
合
（
三
春
町
の
申
告

　
会
場
で
申
告
す
る
場
合
は
不
要

　
で
す
）

▼ 

申
請
方
法

▽ 
保
健
福
祉
課
窓
口
で
の
交
付
の

　

場
合

　

申
請
す
る
方
の
印
鑑
を
持
参
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

郵
送
で
の
交
付
の
場
合

　

事
前
に
保
健
福
祉
課
に
電
話
で

認
定
書
の
送
付
を
依
頼
し
、
町
か

ら
送
付
さ
れ
た
認
定
書
に
必
要
事

項
を
記
入
、
押
印
の
う
え
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

問
▽ 

介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

 　
保
健
福
祉
課

 　

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

▽ 

税
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

 　
税
務
課 

課
税
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線

量
計
測
定
の
お
知
ら
せ

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼ 

期
間

 　
２
月
19
日
（
火
）
〜
21
日
（
木
）

▼ 

時
間

　

 

午
後
１
時
〜
５
時

▼ 

場
所

　

 

教
育
委
員
会
教
育
課（
役
場
３
階
）

▼ 

問
　

 

教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

６
３
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
０
０
０
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水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策
を

忘
れ
ず
に

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
蛇

口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

寒
さ
の
た
め
に
凍
り
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な

い
よ
う
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、
企
業
局
水
道
・
宅

造
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問

　

企
業
局

　

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
「
有
害
ご
み
」
に

「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
、「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ

有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう！！ 中

身
が
残
っ
た
ま
ま
捨
て
る

と
、
中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引

火
し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る

と
き
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
穴
あ
け

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災

防
止
の
た
め
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
缶
を
振
っ
て
中
身
が
な
く
な
っ

　

た
こ
と
を
確
認
す
る
。

▽
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」「
チ
ャ
プ
チ

　

ャ
プ
」
音
が
し
た
ら
、
中
身
が

　

残
っ
て
い
る
の
で
必
ず
使
い
切

　

る
。

▽
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場

　

合
は
、
火
気
の
な
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
で
中
身
を
出
し
切
る
。

☆
有
害
ご
み
の
収
集
は
月
１
回
で

　

す
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　

確
認
の
う
え
、
黒
色
の
コ
ン
テ

　

ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

　

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問

　

住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

議
会
３
月
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
す

▼
開
会
時
期
（
予
定
）

２
月
28
日（
木
）〜
３
月
12
日（
火
）

▽
定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
２

　

月
27
日
（
水
）
の
新
聞
折
込
み

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
一
般
質
問
は
３
月
１
日
（
金
）

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
４
階
議

　

場
に
入
り
き
れ
な
い
場
合
は
、

　

３
階
会
議
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
で

　

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
62-

８
１
２
４

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

２
３
１
０

寄
贈
資
料
を
差
し
上
げ
ま
す

　

こ
の
た
び
、
富
岡
町
出
身
の
片

寄
洋
一
氏
か
ら
自
著
資
料
２
種
類

（
画
像
添
付
）
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

片
寄
氏
か
ら
「
富
岡
町
関
係
の

方
や
双
葉
地
方
に
ご
興
味
の
あ
る

方
が
た
な
ど
に
も
配
布
し
た
い
」

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
多
数
お
預

か
り
し
ま
し
た
。

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
書
名
と
お
預
か
り
冊
数

▽
「
ふ
た
ば
」
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
シ

　

テ
ィ
構
想

　
（
平
成
28
年
３
月
刊
）　　

60
冊

▽
福
祉
の
街
「
ふ
た
ば
」
構
想

　
（
平
成
30
年
８
月
刊
）　　

50
冊

※
お
ひ
と
り
各
１
冊
ま
で

▼
申
込
期
間

２
月
１
日（
金
）〜
３
月
31
日（
日
）

※
図
書
館
開
館
時

▼
申
込
方
法

　

来
館
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

寄贈資料

※
直
接
受
け
取
り
に
ご
来
館
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
込
・
問

　

町
民
図
書
館

　
　
　

☎
62-

３
３
７
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
０
２
６

新
規
就
農
者
を
認
定
し
ま

し
たこ

の
度
、
認
定
新
規
就
農
者

と
し
て
伊
藤
典
久
さ
ん
（
平
沢
）

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
新
規
就
農
者
と
は
、
新

た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す

る
方
が
、
三
春
町
農
業
経
営
基

本
構
想
に
示
し
た
農
業
経
営
の

目
標
に
向
け
て
、
５
年
先
を
見

据
え
て
青
年
等
就
農
計
画
認
定

申
請
書
を
作
成
し
、
町
の
認
定

を
受
け
た
方
で
す
。
認
定
後
は

各
農
業
関
係
機
関
や
農
業
委
員

会
が
と
も
に
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

認
定
新
規
就
農
者
の
伊
藤
さ

ん
に
は
町
の
農
業
者
の
一
員
と

し
て
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

▼
問

　

産
業
課
農
林
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

-

３
３
０
０

税　

金

仕　

事

健　

康

暮
ら
し
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

※ 新着コーナーには、２月７日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎62-3375　FAX61-1026

『オーロラの国の子どもたち』
イングリとエドガー・パーリン・
ドーレア／さく 福音館書店

『空をゆく巨人』
川内有緒／著
集英社

　北のラップランドに住むラッ
セとリーセは、いたずら好きの仲
良し兄妹。オーロラが舞う長い冬
の間は山で家族とくらし、春と秋
の間は村の学校に通います。夏が
来ると、海岸までの長い旅が始ま
ります…北欧のさらに北、北極圏
に近いところで放牧をしながら
暮らす少数民族、サーミ人の暮ら
しをあたたかく描く絵本です。

　現代アートの巨匠と言われる中国人
芸術家・蔡國強と、いわき市の経営者・
志賀忠重の友情を描いたノンフィク
ションです。ちょっと無鉄砲とも思え
るような魅力あふれる二人が、周りを
巻き込んで国内外でアートを作り上げ
ていく姿は痛快です。震災後、いわき
の山に作られた「回廊美術館」や「い
わき万本桜プロジェクト」に込められ
た思いには心が揺さぶられます。

鼠
、
恋
路
の
闇
を
照
ら
す
（
赤
川
次
郎
）
／
草
々
不
一
（
朝
井
ま
か
て
）

／
雑
賀
の
い
く
さ
姫
（
天
野
純
希
）
／
ダ
ン
シ
ン
グ・マ
ザ
ー
（
内
田
春
菊
）

／
厨
師
、怪
し
い
鍋
と
旅
を
す
る（
勝
山
海
百
合
）／
介
護
士
Ｋ（
久
坂
部
羊
）

／
雨
上
が
り
月
霞
む
夜（
西
條
奈
加
）／
佐
野
洋
子
の
動
物
も
の
が
た
り（
佐

野
洋
子
）
／
ゆ
え
に
、
警
官
は
見
護
る
（
日
明
恩
）
／
救
済
（
長
岡
弘
樹
）

／
静
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
要
介
護
探
偵
（
中
山
七
里
）
／
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ゴ
ー・ホ
ー

ム・ク
イ
ッ
ク
リ
ー（
中
路
啓
太
）／
花
折（
花
村
萬
月
）／
常
設
展
示
室（
原

田
マ
ハ
）
／
は
ん
ぷ
く
す
る
も
の
（
日
上
秀
之
）
／
海
と
ジ
イ
（
藤
岡
陽

子
）／
さ
よ
な
ら
の
夜
食
カ
フ
ェ
マ
カ
ン・マ
ラ
ン
お
し
ま
い（
古
内
一
絵
）

／
昨
日
が
な
け
れ
ば
明
日
も
な
い（
宮
部
み
ゆ
き
）／
熱
帯（
森
見
登
美
彦
）

／
炎
の
色
（
ピ
エ
ー
ル
・
ル
メ
ー
ト
ル
平
岡
敦
訳
）

『空をゆく巨人』
読
み
物
・
文
芸

『オーロラの国の子どもたち』

一
般
書

魁
春
旗
争
奪
全
国
高
等
学
校
選

抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会
開
催

全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成

三
春
大
会
実
行
委
員
会
（
内
藤
忠

委
員
長
）
主
催
に
よ
る
柔
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

地
元
田
村
高
校
を
は
じ
め
、
全

国
の
柔
道
強
豪
校
が
出
場
し
ま

す
。
高
校
生
た
ち
が
繰
り
広
げ
る

熱
戦
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
日
程

▽
実
技
講
習
会

　

２
月
９
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜

▽
大
会

　

２
月
10
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
錬
成
会

　

２
月
11
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時

▼
会
場　
町
民
体
育
館

昨年の大会のようす

▼
問

　

全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成

　

三
春
大
会
実
行
委
員
会

　
（
田
村
高
校
内　

下
山
田
）

　

☎
62-

２
１
８
５

（
公
財
）
福
島
県
文
化
振
興

財
団
助
成
事
業
の
申
請
受
付

▼
対
象
事
業

県
内
に
住
所
を
置
き
活
動
の
本

拠
を
有
す
る
団
体
の
行
う
文
化
活

動
…
成
果
発
表
事
業
、
発
表
会
等

へ
の
参
加
事
業
、
文
化
団
体
の
活

動
事
業
、
特
認
事
業
、
被
災
者
文

化
活
動
支
援
事
業
、
文
化
財
の
保

護
事
業
、
文
化
振
興
に
よ
る
地
域

づ
く
り
事
業
、
伝
統
文
化
の
保
存
・

継
承
・
発
展
事
業

▼
対
象
時
期

平
成
31
年
４
月
１
日

〜
平
成
32
年
３
月
31
日

▼
申
込
方
法

所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
の
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
申
請
様
式
に
つ
い
て
は
福
島
県

　

文
化
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）（
必
着
）

▼
申
込
・
問

　

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

人
権
擁
護
委
員
が
新
た
に
着

任
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
中
で
人

権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が
起

き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権
を

擁
護
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。
三
春
町
で
は
５
名
の

方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
新
た
に
渡
邊
絹
子
さ
ん

（
熊
耳
）
が
平
成
31
年
１
月
１
日

付
け
で
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
に

着
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
、
人
権
に
関
す

る
様
々
な
相
談
の
受
付
や
人
権
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。
３
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
毎
月
定
例

の
人
権
相
談
の
ほ
か
、
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
に
着
任
さ
れ
た
人
権
擁
護

　
委
員

▼
問

　

住
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

８
１
２
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

渡邊絹子さん
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４月号まで

郷
土
人
形
館
の
ひ
な
祭
り

文
化
伝
承
館
の
ひ
な
祭
り
も

開
催
中
で
す

「
郷
土
人
形
館
の
ひ
な
祭
り
」
が

２
月
１
日
か
ら
開
催
と
な
っ
て
お

り
、
郷
土
人
形
館
・
歴
史
民
俗
資

料
館
の
双
方
で
、
吊
る
し
雛
と
三

春
張
子
の
雛
人
形
な
ど
を
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
伝
承
館
に
は
、
生

涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
年
か
け
て
丁
寧
に
仕
上
げ
た

作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

２
月
１
日（
金
）〜
３
月
31
日（
日
）

▼
入
館
料

資
料
館
は
通
常
ど
お
り
大
人

３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
郷
土
人

形
館
・
文
化
伝
承
館
は
入
館
料
無

料
で
す
。

▼
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
休
館
日

休
館
は
通
常
ど
お
り
月
曜
日
で

す
が
、
２
月
12
日
は
祝
日
の
翌
日

の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。
祝
日

は
開
館
し
て
い
ま
す
。
文
化
伝
承

館
は
平
日
休
館
、
土
・
日
祝
日
の

み
開
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷
金
は
、

家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。
入
居
の

際
は
連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
す
る
団
地
…
公
営
住
宅

▽
団
地
名
／
構
造
・
建
築
年

　

八
雲
団
地

　

中
耐
４
階
建
・
昭
和
52
年

▽
所
在
地
／
家
賃

　

字
小
浜
海
道
１
０
０

　

１
１
、５
０
０
円
〜
２
２
、５
０
０
円

▽
間
取
り　
３
Ｄ
Ｋ

▽
駐
車
場　
有
（
１
台
・
駐
車
場

　

使
用
料
２
、０
０
０
円
／
月
）

▽
募
集
戸
数

２
戸
（
２
号
棟
１
０
７
号
室
・

２
０
７
号
室
）

▼
入
居
資
格

▽
同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

▽
世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

　

・
公
営
住
宅

　
（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得

　

が
１
５
８
、０
０
０
円
以
下

　
（
イ
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
、
小

　

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

　

月
額
所
得
が
２
１
４
、０
０
０

　

円
以
下

▽
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼
注
意
事
項

▽
住
宅
等
を
所
有
し
て
い
る
方
は

　

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▽
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
い
配
偶

　

者
と
別
居
し
て
の
申
込
み
は
原

　

則
認
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

▽
単
身
赴
任
に
よ
る
別
居
は
住
宅

　

に
困
窮
し
て
い
る
と
は
言
え
な

　

い
た
め
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
19
日
（
火
）

　
（
土
日
を
除
く
）

※
期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　

住
戸
に
つ
い
て
は
、
随
時
募
集

　

と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
選
考
方
法

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼
入
居
予
定
時
期

　

平
成
31
年
３
月
上
旬

▼
申
込
・
問

　

建
設
課
建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

広　
告　
欄

暮
ら
し

募　

集

～三春滝桜おもてなし隊募集！～
『一緒に心からのおもてなしをしてみませんか？』

仕事内容：「三春滝桜」での観光案内、観桜料徴収業務など
給　　与：時給 900円～
雇用期間：平成 31年４月１日（月）～ 30日（火）（滝桜の開花状況によって変更あり）
※ 滝桜観光対策業務を委託している三春まちづくり公社との雇用契約となります。

詳しくは、（株）三春まちづくり公社観光部62-3690まで
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１月号と同じ １月号まで

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特

措
法
無
料
相
談
会
開
催

　

昭
和
23
年
７
月
１
日
か
ら
昭
和

63
年
１
月
27
日
の
間
、
満
７
歳
に

な
る
ま
で
に
、
集
団
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
で
次
の
４

つ
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、
一
定

の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
給
付
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感

　

染
し
て
い
る
方

②
満
７
歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予

　

防
接
種
を
受
け
た
方

③
昭
和
23
年
７
月
１
日
か
ら
昭
和

　

63
年
１
月
27
日
の
間
に
、
集
団

　

予
防
接
種
を
受
け
た
方

町
営
下
舞
木
墓
地
の
使
用
者

募
集
に
つ
い
て

町
営
下
舞
木
墓
地
の
墓
地
区
画

増
設
に
伴
い
、
使
用
者
を
募
集
し

ま
す
。

使
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次

の
方
法
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
募
集
区
画

　

５
区
画
（
No.
２
８
２
〜
２
８
６
）

▼
区
画
規
模

　

１
区
画
５
㎡

　
（
２
・
０
ｍ
×
２
・
５
ｍ
）

▼
使
用
料

　

１
区
画
３
４
０
、０
０
０
円

※
必
ず
現
地
を
確
認
の
う
え
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
使

　

用
許
可
後
に
墓
地
区
画
の
返
還

　

が
あ
っ
て
も
、
納
入
し
た
使
用

　

料
な
ど
は
返
金
い
た
し
か
ね
ま

　

す
。

※
使
用
料
の
ほ
か
に
管
理
料
（
年

　

額
２
、０
０
０
円
）
が
か
か
り
ま

　

す
。
下
舞
木
墓
地
管
理
組
合
の

　

請
求
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
19
日
（
火
）

▽
平
日
（
月
〜
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
水
曜
延
長
窓
口

　

午
後
７
時
ま
で

▼
申
込
先

　

住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

▼
申
込
条
件

▽
三
春
町
民
で
あ
る
こ
と
。

▽
他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

　

こ
と
。

▽
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

印
鑑
お
よ
び
身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
参
の
う
え
、

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
氏
名
、

住
所
、
本
籍
、
希
望
区
画
等
を
記

入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
重
複
す
る
区
画
に
つ

　

い
て
は
、
後
日
抽
選
を
行
い
使

　

用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
使
用
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、

　

必
ず
現
地
の
状
況
を
確
認
し
て

　

か
ら
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問

　

住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

④
集
団
予
防
接
種
以
外
の
感
染
原

　

因
（
母
子
感
染
・
輸
血
）
が
な

　

い
方

※
給
付
金
対
象
者
か
ら
母
子
（
父

　

子
）
感
染
し
て
い
る
方
や
、
給

　

付
金
対
象
者
の
相
続
人
も
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

※
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

　

べ
る
た
め
に
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

　

ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

☆
認
定
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
弁

　

護
士
に
よ
る
相
談
会
に
お
い
て

わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
み
が
優
先
で
す
が
当

　

日
会
場
に
お
い
て
も
受
付
で
き

　

ま
す
。

※
裁
判
手
続
き
へ
の
参
加
を
検
討

　

し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
詳

　

し
い
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
の

　

で
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡

　

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
弁
護
団

　

代
表
弁
護
士
足
立
定
夫

　
（
新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
）

　

〒
９
５
１-

８
０
６
２

　

新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通

　

１
番
町
７
０
３
番
地

　

西
堀
一
番
町
ビ
ル
６
０
１
号

　
　
　

☎
０
２
５-

２
２
３-

１
１
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

３
７
８-

１
６
６
２

　
（
相
談
受
付
：
月
曜
日
〜
金
曜

　

日
・
祝
祭
日
は
除
く
午
前
９

　

時
〜
午
後
５
時
）

　

 http://w
w
w.b-kan.niigata.jp/

会津アピオスペース（2階）会議室（会津若松市インター西90）
けんしん郡山文化センター（郡山市民文化センター）
第１・第２会議室（郡山市堤下町1-2）
南相馬市市民情報交流センター 大会議室（南相馬市原町区旭町2-7-1）

３月９日（土）
受付時間日にち

３月30日（土）

会場

４月20日（土）

13時30分
～15時

いわき市労働福祉会館 会議室2・和室（いわき市平字堂ノ前22）５月18日（土）

▼ 相談会

広　
告　
欄
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変更

健
康
教
室
の
ご
案
内

▼
日
時

２
月
５
日
（
火
）
み
ん
な
で
お

菓
子
を
作
ろ
う
！
／
15
日
（
金
）

脳
イ
キ
イ
キ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
／
19

日
（
火
）
飲
み
込
む
力
が
元
気
の

も
と
！

　

午
前
10
時
〜
11
時

▽
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運

　

動
（
30
分
程
度
）

▽
専
門
家
（
薬
剤
師
、
接
骨
院
の

　

先
生
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ

　

ラ
ー
）
に
よ
る
お
話
、
相
談
会

　

な
ど
健
康
と
体
重
管
理
、
認
知

　

症
予
防
、
美
容
、
漢
方
な
ど
を

　

楽
し
く
実
践
！

▼
場
所　
カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

▼
参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
飲
み
物
付
き
）

あ
な
た
の
健
康
知
識
は
ど
れ

く
ら
い
？

「
ふ
く
し
ま
健
民
検
定
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！

県
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
知
識

や
理
解
度
を
測
る
「
ふ
く
し
ま
健

民
検
定
」
を
実
施
し
ま
す
。

合
格
者
に
は
、
県
内
各
地
の
協

力
店
で
使
え
る
「
ふ
く
し
ま
健
民

カ
ー
ド
特
別
版
」
を
進
呈
し
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

▼
受
検
期
間

　

２
月
６
日（
水
）〜
３
月
５
日（
火
）

▼
受
検
方
法

①
「
ふ
く
し
ま
健
民
検
定
」
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
の
検
定
フ
ォ
ー
ム
上

　

で
解
答

②
問
題
用
紙
を
事
務
局
か
ら
取
り

　

寄
せ
、
解
答
を
郵
送
（
解
答
時

　

の
郵
便
料
は
事
務
局
負
担
）

▼
合
格
基
準

正
答
率
70
％
以
上
（
合
格
者
に

は
「
認
定
証
・
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー

ド
特
別
版
」
を
進
呈
）

▼
受
検
料　
無
料

▼
問

　

ふ
く
し
ま
健
民
検
定
事
務
局

　

☎
０
２
４-

９
２
７-

０
０
２
１

　
（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

　

 http://kenkou-fukushima.jp/kentei

▼
申
込
・
問

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

☎
61-
６
７
５
７

健康教室のようす

愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り
参
加
事
業

第
10
回
三
春
桜
歌
謡
祭

　

愛
姫
さ
く
ら
ま
つ
り
の
一
環
で

「
三
春
桜
歌
謡
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
豪
華
ゲ
ス
ト
の
歌
声
に
酔
い

し
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　

４
月
14
日
（
日
）

　

開
場
／
午
後
０
時
〜

　

開
演
／
午
後
１
時
〜

▼
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼
出
演
者

原
田
悠
里
、
瀬
口
侑
希
、
泰
楽

五
郎
、
福
寿
舞
節
（
司
会
：
渡
辺

奈
菜
）

▼
料
金

　

４
、０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
お
一
人
様

　

５
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」（
☎
 

62-

３
８
３
７
）
に
て
好
評
発
売

中
！

▼
問

　

三
春
桜
歌
謡
祭
実
行
委
員
会

　
（
事
務
局
：
佐
久
間
）

　

☎
62-

６
２
８
２

広　
告　
欄

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

第
４
回
愛
姫
行
列
の
お
知
ら
せ

桜
シ
ー
ズ
ン
中
、
観
光
客
の
多

い
三
春
町
で
す
。
愛
姫
行
列
で
お

も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　

４
月
13
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時

　

※
雨
天
順
延

▼
参
加
資
格

小
学
３
年
生
か
ら
25
歳
く
ら
い

ま
で

▼
衣
装

衣
装
は
自
前
で
準
備
。
七
五
三

や
成
人
式
の
振
袖
で
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

▼
参
加
費

１
人
あ
た
り
千
円
（
写
真
代
・

お
弁
当
代
込
み
）

▼
申
込
方
法

愛
姫
行
列
実
行
委
員
会
代
表
佐

久
間
佳
子
に
電
話
に
て
連
絡

３
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
０
時
ま
で
の
み
受
付
と
な

り
ま
す
。

　

☎
62-
５
６
６
５

※
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

　

は
、
後
日
、
詳
細
な
連
絡
を
し

　

ま
す
。

▼
問

　

愛
姫
行
列
実
行
委
員
会

　

代
表
佐
久
間

　

☎
62-

５
６
６
５

25



２月の行事カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1110 12 13 14 15 16

2

43 5 6 7 8 9

1817 19 20 21 22 23

2524 26 27 28

1

建国記念の日

健康づくり
男の料理教室※２

おはなし “あのね ”ままカフェみはる ハピハピday

たのしいせいさく

心配ごと相談

こころの健康相談会

お誕生会
２月生まれ

心配ごと相談

18
19 18

18

27

27

18
27

18

のびのびの日・
離乳食についての相談

乳幼児健診・
９～10か月児 18

人権相談

心配ごと相談 27

臨床心理士の子育て相談日19

保健センター
開放日 18

27

行政相談 27

絵本とわらべ唄 18

食改のおやつやさん 18

健康づくり
カローリング教室※１

料理教室 18

おりがみ教室 18

理科クラブ 18

健康づくり
カローリング教室※１

議会３月定例会開会
（～３月12日予定）21

臨床心理士の子育て相談日19

乳幼児健診・
３～４か月児 18

乳幼児健診・
１歳６か月児 18

心配ごと相談 27

※1…午前９時～11時30分／町民体育館

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）、毎週日曜日（午前８時 30分～午後０時）
◆ 施設の休館日は16ページに掲載しています。

※2…午前10時30分／保健センター

広　
告　
欄

広報みはる
スマートフォンへ
配信中！
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人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

2月
3日(日)

　2月 2月
1日(金)

中央通クリニックやない
石川医院

大久保クリニック
南東北滝根診療所
青山医院
石塚医院
かとうの内科クリニック
清水医院
都路診療所
のざわ内科クリニックＫ

春山医院
さいとう医院

矢吹医院
まつざき内科胃腸科クリニック
大方病院
船引クリニック
橋本医院
秋元医院
雷クリニック

4日(月)
5日(火)
6日(水)
7日(木)
8日(金)
12日(火)
13日(水)
14日(木)
15日(金)

18日(月)
19日(火)
20日(水)
21日(木)
22日(金)
25日(月)
26日(火)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

診療時間 午後 7時～9時 30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前9時～午後6時】★印は午後5時まで

かみや内科クリニック ☎72-3212
10日(日)

西山医院 ☎62-247311日(月)
大方医院 ☎82-1117

17日(日) 大久保クリニック ☎82-2555

夜間・休日のお医者さん

27日(水)
28日(木)

24日(日) 公立小野町地方綜合病院 ☎72-3181

スマイル薬局
ふくだや薬局

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　ご質問を募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

【行政相談】0ר /0Ħϴħॖع ؽعĝݰ./ ݰ.
ýěࠃܢ੮ජࡸěࣷڊঐਮ̹͟
【人権相談】0ר /0Ħϴħॖع ؽعĝݰ./ �ݰ1
ýěࠃܢ੮ජࡸěࢷෘ̹͟ن
【心配ごと相談】0ר 3Ă/0Ă/7Ă04Ħϴħ
ýॖع ؽعĝݰ7 ЕһĦ୪੮ħݕ੮ಕࠃܢěݰ.
ýěൡऀݫ̹͟
【こころの健康相談会】0ר /1Ħ࣏ħ
ýؽع ĝݰ0 ݰ2 1.ಠěȻɳȿĘঐਮތ
ýě͍݇ěඣ

●●●今月の相談●●●
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◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎62-2147
マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

休
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27

町営バス運休カレンダー（２月）

 ר ϴ ࣏ ඊ վ 

28

23

2524 休

○町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。
※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行しています。

今月のバス運休日：3・10・11・17・24 日

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集していま
す。詳しくは、総務課文書情報グループにお問い合わ
せいただくか、町ホームページをご覧ください。
▶広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠　　　　２万円 ※連続 12回　20万円
▷ ２分の１段枠　１万円 ※連続 12回　10万円
▶申込・問　総務課 文書情報グループ　☎ 62-8125

★広告主募集中！★

ř�ǑǥȎɀɡýǘǕǰǳǜȘȕýݻಠǸȏĦ๗ඊۏඝڗĂੈࠃܢњ1ٱஉħ
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最
優
秀
賞 「
女
子
姫　

艶
や
か
に
」
／
柏
舘
健
（
い
わ
き
市
）

「記念写真」／佐藤浩之（須賀川市）

優
秀
賞
（
３
作
品
）

「花しょうぶきれいだね」／小田島守明（郡山市）

「人力車が行く」／池上和夫（郡山市）

町長賞／「西方の若衆」
小林正義（石川町）

特
別
賞
（
５
作
品
）

議長賞／「ボクもおどるよ！」
佐久間金利（三春町）

三春秋まつり実行委員長賞／「二人はなかよし」
影山嘉助（三春町）

福島民報社賞／「青春桜花」
門林泰志郎（いわき市）

福島民友新聞社賞／「水かけ祭り」
遠藤憲治（郡山市）

「花祭りの舞姫」
佐藤源策（郡山市）

「みんなで乗ろう！」
仁井田彰子（三春町）

「今年も豊作だ！」
鈴木親一（三春町）

入
選
（
３
作
品
）

　
町
で
は
、
三
春
秋
ま
つ
り
事
業
と
し
て
、
三
春
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
を
開
催
し
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
、
70
点
と
町
内
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
作
品
の
審
査
会
は
、
11
月
２
日
に
行
わ
れ
、
11
月
10
日
、
11
日
に
開
催
さ
れ
た
三
春
秋
ま
つ
り
に

て
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
い
ず
れ
も
三
春
町
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

　
受
賞
者
お
よ
び
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。


